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１３４ ジョルジョーネ絵画の分類 

         ２０２５ 

         真鍋友範 

 

１ ジョルジョーネ絵画の５分類 

ジョルジョーネ絵画は、５分類に当てはまる。 

 

１）宗教画 ルネサンス期に於いては、ごく通常の注文内容だ。その例   

は、《ユディト》が挙げられる。 

                

 

 

２）肖像画 当時のヴェネチアでの高級娼婦とされた人物の肖像画が、

ジョルジョーネ のキャンバス裏サインとともに残されている。ま

た、《人生の三世代》と誤解された題名で伝わっているレオ１０世の

晩年の肖像画も、この分類に相当する。 
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３）教訓画 この例は、《老婆》と題された作品であるが、これは肖像画

では無い。老婆の手元には【時とともに】と書かれた紙が握られて

いる。この事実から、この作品は、当時の北ヨーロッパ、ネーデル

ランド辺りでの注文主からの発注で描かれた教訓画であろう。 

         

 

 

 

４） 祭壇画 ジョルジョーネの故郷カステルフランコの貴族が、病死

の息子の思い出を込めて、ジョルジョーネに注文した《カステル

フランコ祭壇画》が、これに該当する。ただし、同時に、追悼画

でもある。 
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５）追悼画 ここに分類される作品は、ジョルジョーネ作品では最も多

い。当時のヴェネチアは海運業等で材を築いた貴族が大勢いたのだ

ろう。個人住宅の一部を飾る適度なサイズの小絵画が好まれたのだ

ろう。《嵐》、《羊飼いの礼拝》、《田園の奏楽》、《三人の哲学者》（誤

った題名・ビオンボが描いているが、基本構想はジョルジョーネの

指示がある作品） 

 

歴史画や、戦記画は注文されていないようだ。 
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２ 分類上の特徴 

 特徴とされるところは、【追悼画が圧倒的に多い】という事実だ。 

 当時は、まだ写真は発明される前の時代であり、家族が故人を追悼した絵画を

ジョルジョーネに注文したと考えられる。 

 注文内容が、故人の肖像画ではなく、追悼画である場合、画家の描く内容に求

められるのは、家族単位で各々異なる、心の内面での故人への思い出である。 

この要望に答えるためには、画家が、その要望に答えられる表現技術を持って

いる必要がある。 

ジョルジョーネには、この求められる多様な要望を吸収し、表現するだけの技

術的裏付けがあったのだ。 

 

それは、【心の内面を表現する為の画面合成】という才能だ。 

 

つまり、ジョルジョーネは、【時や場所を、自由自在に合成した表現が可能な、

近代的感性を持つ天才画家】であったのだ。 

 

この才能が無ければ、注文には応じられない。この才能があったから、この分

野の注文が、ジョルジョーネに集中していたのであろう。 

その結果、ジョルジョーネの作品を分析すると、追悼画が圧倒的に多いのだ。 
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